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2-7 意外な場所で銀河系を知る ～the Galaxy Garden

コナ空港から 11 号線を南下していく．「キャプテン・クック」という町を越えてしばら

く走ってから 11 号線を海側にはずれ，さらに細い道へ入っていく．道の両側には，豊富

な緑の中に住宅が点在する．しばらく走ると，左手海側に目立たないが駐車場があって，

小さな看板が出ている（図 2-7-1）．

パレアク・ガーデンズ・ピース・サンクチュアリ（Paleaku Gardens Peace Sanctuary）で

ある（http://www.paleaku.com/）．

ここは一風変わった場所で，コンセプトの異なるいくつかの庭園が組み合わされ，全体

としては非常に広大な敷地をもっている．

駐車場に車を止めて右手の入口から入る．料金の支払いゲートはない．建物（というよ

りも小屋に近い）があって（図 2-7-2），中に入ると小さな箱が置いてあり「入場の際に

は 5 ドルを」といった貼り紙がしてある．そこを通り抜けると目の前が開ける．少し進ん

だ左手に植え込みが広がっている．ここがギャラクシー・ガーデン（the Galaxy Garden，

http://galaxygarden.net/）である（図 2-7-3，4）．

直径 30m ほどの円盤状に広がる植え込みによって私たちの銀河系を表現している．い

くつかの帯状に植物が植えられている部分が渦状碗で，植物の種類の違いによって星団や

星雲の分布を表している．

このギャラクシー・ガーデンは，かつてアメリカの天文学者カール・セーガンとともに

図2-7-1 パレアク・ガーデン・ピース

・サンクチュアリの入口

図2-7-2 ゲートから入って小屋の中を

通り抜ける

図2-7-3 ギャラクシー・ガーデンを離

れたところから見る

図2-7-4 ガーデンの前には説明のパネ

ルがある
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仕事をして精密な銀河系の図を描いた美術家のジョン・ロンバーグ（John Lomberg）が中

心となって作成に携わった庭園で，地元の高校生等の有志の協力によってつくられたもの

である．

写真で見ると小さく見えるが，実際に足を踏み入れてみると，意外と広く感じられる．

渦状碗に沿ってぐるぐると歩いて行くと，中心には噴水がある．銀河系の中心には巨大質

量ブラックホールがあることがわかってきたが，この噴水の飛び出す水流がブラックホー

ルから吹き出すジェットを象徴している．（水面に映る像によって上下 2 方向のジェット

となるとのことである．） また，飛び出した水が水盆から再び噴水基部へ吸い込まれて

いくことで，周囲のガスを飲み込むブラックホールを表現している（図 2-7-5）．

そして，オリオン腕を示す植え込み（図 2-7-6）の一角の 1 枚の葉に，太陽系の天体を

示す小さなピンが刺されている（図 2-7-7）．

このピンは，ガイドなしの独力で見つけ出

すのは難しい．一度見つけても，少し離れ

ると，どこにあるかわからなくなってしま

う．このことによって，太陽系と銀河との

スケールの違いを実感することができる，

教育的示唆に富んだ庭園である．

ここの広い敷地を散歩すると，熱帯地方

の花や果樹を数多く目にする（図 2-7-8）．

緩やかな斜面の向こうには太平洋が広がっ

ていて，海からの風がさわやかで心地よい

（図 2-7-9）．

※ここは駐車場が狭く途中の道も狭い．

大型バスによる訪問は難しい．

図2-7-5 ガーデン中心にある噴水

飛び出す水がブラックホールからのジェ

ットを，中心に水が流れ込むことで，ブ

ラックホールを表現している．

図2-7-6 オリオン腕を表す植え込み（左

側）左手の植え込みの中の1枚の葉に，

太陽系の天体を表すピンが刺されている．

図2-7-7 太陽系の天体を表すピン

葉に刺さっている赤や青のピンで太陽や

地球を表している．これを見つけ，そし

てあらためて周囲を見渡したときに太陽

系と銀河系のスケールの違いを実感する．
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図2-7-8 熱帯の果実と色とりどりの南国の花

広い庭園のあちこちには，果樹が植わり果実が豊富になっている．また様々な南国の

花をたっぷりと楽しむことができる．

図2-7-9 庭園から

見える太平洋

なだらかに下る斜面

の向こうに太平洋が

広がる


